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地域で生きる障害者を支える全通信

スクラムの組める仲間と

NPO法人

「地域で生きる障害者を支える会」

住所:横浜市港北区下田町6-31・8

活動ホーム「しもだ』肉

TEL 045-562-3600 
FAX 045-562-5991 

福祉の現場に新しい力差!

だいぶご無沙汰いたしましたが、お元気でお過ごしでしょうか。

横浜はまだ紅葉には早いのですが、秋は本番。秋の花の はかなく

もしっかりした芳香が朝の空気に漂うとき、静かに癒されていくのを感じます。

こんな大変な世相になって、毎日驚いて開けた目をまばたきする間もないほどですが、

逆に「まだまだ、しっかりしなくては.. . Jという気にもさせられませんか... ? 

*本市

長く入手不足に悩んできましたが、景気の落ち込みを反映してか、インターネットで

のPクナピを使ったためでしょうか、デイサービス「活動ホームしもだj の職員募集で

は、これまでに無く大勢の応募がありました。まさに、そういう時代なのです。

3固に分けて面接した人の中から、私たちの理念を理解してくれそうな人を選び、順

番に実習に入っています。この実習期間を通し、応募者は住事の内容を体験し、職員は

現場での動きや、自分たちと共にスクラムを組んで頑張ってもらえる人かどうかを考え、

お互いに大丈夫となれば採用。これからの「しもだ」を担うスタッフとなります。

“一人が一人分の仕事をするだけでは足りない"のが、福祉の現場の現状であり、お

互いに協力し舎って気持ちよく働けるという事も、この世界の必須の条件だからです。

それがまた“汗の報われる仕事"ともなっていくのです。

今回何人もの人に会って、人材を探してきた私たちも大変だけど、働く職場を探して

いる人たちもそれぞれに大変なのだという事を実感しました。願わくば良い出会いとし

て実ってほしいものです。

そして、グループホームを担う人の欠員も早く埋まりますように... 

* * * 
最近、若い人たちと旅行をする機会がありました。

驚くほど良く歩き、車イスを担いで階段を上がることなど、大変そうではありましたが

苦労をいとう気配もありません。しかも、ほぽ計画通りのスケジュールです。気負いす

ぎるのでもなく、淡々とさわやかな様子を見ていると、今抜けてきた森林の風と共に、

私も少し若返るような気がしました。

久々に、身体を動かす事の大切さを再認識したのでした。
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傷つけ合わない社会の意味

関野茂喜

『誰でもでも良かった』という人を傷つける事件が連鎖反応をおこして

いる。実名は要らないから、生き様の背景を知りたい。どうして残忍な

事が日常的に繰り返されるのかを知りたい。容えがわからないので自分で考えてみた。

今、技術屋として最高に仕事が出来なければならない 30~40 才の人達が自信を失

っている。新しい仕事に挑戦せずに「出来ません」と居直る。肩書きは指導者だけど 2

0代の若者に技術を教えられない。どうして?と聞くと、優しく和やかに教えないと、

退社するからという。

みんなでお互いを傷つけない責めない雰囲気がいつの間にか出来て、互いの技術を高

めあう関係より、心の琴線に触れない仲良しグループの関係がそこに見える。人の話を

聞こうとしない独りよがりのキレ易い人にはなおさら、近づかない。

誠意が感じられない仕事に激怒し責任者を呼び出すと、「忙しいからあとでね」とか r"，
a一、ま a一。怒らないで」と終了し、退社間近い人達が後始末を負うことになる。そ

んな人間関係がいつの間にか、自分だけの世界を築き『相手が悪い。社会が駄目だ』と

飛躍する思考回路になってしまった気がする。何かにしがみついてもいいから『若者よ

夢を持とうよ』人生の筋書きは自分で描くしかないのだから。誰もやろうとしなかった

ら、自らが歩もうよ。本来の意味で傷つけ合わない社会を。仕事も福祉も未来に希望と

夢を持って歩もうよ!

「活動ホームしもだ」秋まつり

1 0月 25日、活動ホームしもだで恒例の秋まつりがありました。

秋まつりは、春の大イベント「地域交流バザー」に比べ、お子様向けの人形劇や、午告

や午後には、弦楽四重奏の演奏会があり、地元の老人会の方たちとの交流もあります。

建物の外の駐車場を開放し、私たち『地域で生きる障害者を支える会』のガレージセー

ルも、のんびりした空気の中で楽しくおこなわれました。

はためには、のんびりですが、準備は結構大変。ご寄付いただいた品々を値付けし、

新吉田のグループホームにある倉庫から運び入れます。このような活動をして 20年近

くになりますが、なかなか手馴れた手順で、今回もよい資金作りとなりました。ご協力

いただいたボランティアさんたちに感謝しつつ.. 

聞
ょっぱホーム

高畠勢津子

ゆらゆらと 草木をゆらす秋の風

赤々と 緑道に咲く ひがんばな

秋晴れの大海の波かがやきて

<*緑道を散歩して 2句)

*千葉館山に旅行して
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めがねの声

- 今は食欲の秋ですが.. • 0 

このごろは何を食べるのも大変になりましたね。食べ物に薬品が

入っていたり。ずっと前から危ないといっていたのに、ゼリーを喉につめておばあ

さんや 子どもが亡くなったりしています。

そして毎日のように 何か食べ物のニュースがありますし、誰かがテレビで頭

を下げて謝っています。

この前は、パンを丸ごと食べて喉に詰まって亡くなった子どもがいました。パカ

なこととも思いますが、私はかわいそうだと思って見ていました。

* * * 
私たち重度の障害者は食べるのも大変です。食事の前にハサミなどで細かく切っ

てから「いただきますj をして 楽しく たべます。

このごろ私は、少し飲み込みが悪くなったのか、この前も シチューを食べてい

て喉が詰まってしまいました。 疲れていたのか 風邪気味だったからなのか、自

分では判りませんが 大きな物はほとんど無かったのに 喉が詰まって とても

苦しくて 少し大変でした。回りにいた、皆も鷲きました。

その後にあった青年クラブのともだちとの旅行では、母も少レ心配して 友達み

たいな感じで一緒にいきました。

私は旅行はとても好きですが、途中 外で食べる食事のときが ちょっと気が

重いのです。食べる時間もゆっくりですし、上手に食べられませんので 工夫もし

なければなりません。一緒の皆にも 大変なのではないかと 思ってしまいます。

* * * 
普通の人は せっかく上手に食べられるのに、元気な子どもが パンを食べて

喰に詰まらせて死ぬなんて ほんとにかわいそうだとおもいます。

小さいうちから マナーを守って 楽しく食べるように よく教えてやってほ

しいと思います。

との頃の人たちは なんだか少しおかしいと思います。親が子どもをいじめた

り、簡単に人を殺したり 私がおばあさんになる頃 どうなっているのか...心配

にもなります。

文原友子

;:(;)-冊唱tl 『ルポ貧困大国アメリカ』

堤未果着く岩波新書>

日本にも同じ要素がたくさんあることを知って樗然とする事でしょう。今世界に吹

き荒れる経済の混乱は、アメリカに端を発していますが、この根つとにあるものは、

何なのか。教育、医療制度の貧困、民営化から、中流と思われた人が貧困層へと転落

し、貧困層はさらに最底辺の生活を強いられている現状。 一気に読める本です。
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Happy Birthday Dear Happy Birthday To You
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